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村
上
で
県
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社
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に
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催
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―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ

い
て
記
事
を
書
き
た
い
と
、
新

潟
県
歯
科
医
師
会
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
白
野
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
専
門
が
高
齢
者
歯
科

学
だ
か
ら
で
す
ね
。
元
々
、
入

れ
歯
が
専
門
で
、
こ
こ
の
大
学

病
院
が
全
国
で
い
ち
早
く
、
高

齢
者
の
訪
問
歯
科
診
療
に
取
り

組
み
始
め
た
の
で
、
私
も
徐
々

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

２
０
１
４
年
、
大
学
病
院
が
訪

問
歯
科
口
腔
ケ
ア
科
を
発
足
さ

せ
た
時
に
は
科
長
を
任
ぜ
ら

れ
、
大
学
で
も
現
在
、
高
齢
者

歯
科
学
を
教
え
て
い
ま
す
」

　

―
全
身
の
フ
レ
イ
ル
は
最

近
、良
く
聞
く
の
で
す
が
、オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
耳
新
し
く
聞

こ
え
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
海
外
に
あ
っ
た

『※

Ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｔ
ｙ
』の
概
念
を

日
本
で
も
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
２
０
１
４
年
に
日
本
老

年
医
学
会
が
『
フ
レ
イ
ル
』
と

カ
タ
カ
ナ
４
文
字
で
表
し
、
そ

の
予
防
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。
予
防
の
３
本
柱
と
し
て
①

栄
養
②
身
体
活
動
③
社
会
参
加

―
を
挙
げ
ま
し
た
。
①
「
栄
養
」

が
滞
る
原
因
と
し
て
口
腔
機
能

の
低
下
を
挙
げ
、
歯
科
医
に
よ

る
定
期
的
な
管
理
の
必
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。
全
身
フ
レ
イ

ル
の
中
で
、
オ
ー
ラ
ル
に
も
注

意
喚
起
し
て
い
た
の
で
す
」

　

―
全
身
の
フ
レ
イ
ル
は
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
置
き
去

り
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　
「
公
的
な
動
き
の
中
で
は
老

年
医
学
会
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
提

唱
の
４
年
後
、
口
腔
機
能
低
下

症
が
医
療
保
険
の
対
象
に
な

り
、病
名
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
放
置
す

る
と
口
腔
機
能
低
下
症
と
い
う

病
気
に
つ
な
が
り
や
す
い
」

　

―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
定

義
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
は
ず
い
ぶ
ん
、
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
「
健
康
」
と
「
介
護
」

の
間
に
位
置
し
「
虚
弱
」
の
意
味
と
知
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
は
ど
う

か
？　

文
字
通
り
「
お
口
の
虚
弱
」
で
「
か
む
・
食
べ
る
・
飲
み
込
む
」
な
ど
の
口
腔
機
能
の

低
下
を
指
す
。人
生
１
０
０
年
時
代
。長
寿
を
満
喫
し
生
活
の
質
を
キ
ー
プ
す
る
た
め
に
も
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
は
大
切
だ
と
何
と
な
く
理
解
で
き
る
。
改
め
て
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と

は
何
か
、
そ
の
対
策
が
ど
の
よ
う
に
大
切
な
の
か
、
高
齢
者
歯
科
学
を
専
門
と
す
る
、
日
本
歯

科
大
学
新
潟
病
院
の
訪
問
歯
科
口
腔
ケ
ア
科
科
長
、
白し

ろ

野の

美
和
先
生
に
聞
い
た
。

長寿時代 生活の質左右長寿時代 生活の質左右

巻頭
特集

お
口
の
機
能
の
衰
え
重
複

【しろの・みわ】山形県鶴岡市出身。日
本歯科大学新潟生命歯学部卒業。歯学
博士。専門は高齢者歯科学。2014 年
から現職の日本歯科大学新潟病院訪問
口腔ケア科科長。

オーラルフレイル 注意が必要

放
置
す
れ
ば
病
気
と
診
断
口
腔
機
能

低
下
症

（

）

白
野
美
和
先
生 

に
聞
く

日
本
歯
科
大

新
潟
病
院

（

）

高
齢
者
歯
科
学

口腔内　虚弱

※  Frailty　英語「虚弱」などの意
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「
歯
や
詰
め
物
の
喪
失
に
よ

り
食
べ
る
こ
と
・
話
す
こ
と
な

ど
の
軽
い
衰
え
が
重
複
し
、
口

腔
内
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で

す
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
フ
レ

イ
ル
な
ら
元
に
戻
る
こ
と
も
可

能
な
の
で
す
」

　

―
元
に
戻
れ
る
？

　
「
口
腔
機
能
の
低
下
が
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

な
ど
、
進
行
性
の
病
気
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
た
な
ら
元
に
戻

る
の
は
困
難
で
す
が
、
そ
う
で

な
い
な
ら
対
処
法
で
元
に
戻
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
自

覚
症
状
は
何
で

す
か
？　

自
分

は
大
丈
夫
か
調

べ
る
に
は
？

　
「
症
状
と
し

て
は
口
が
乾

く
、
話
し
づ
ら

い
、
食
事
の
際

に
む
せ
た
り
食

べ
こ
ぼ
し
た

り
、
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

表
＝
上
段
に
掲

載
の
表
＝
を
使

う
の
も
良
い
で

す
ね
」

　

―「
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
か

な
」
と
思
っ
た

ら
、ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

　
「
ま
ず
は
歯
科
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
お
口
の
状
態
を

検
査
で
き
ま
す
」

　

―
ど
ん
な
検
査
で
す
か
？

　
「
口
腔
機
能
の
衰
え
を
調
べ

る
た
め
７
項
目
、
衛
生
状
態
・

渇
き
・
か
む
力
・
く
ち
び
る
、

舌
の
力
・
そ
し
ゃ
く
・
飲
み
込

み
―
を
評
価
し
ま
す
。
検
査
機

器
を
準
備
し
て
い
な
い
歯
科
医

院
も
あ
る
の
で
、
検
査
を
希
望

し
た
い
と
ご
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
検
査
可
能
な
医
院
を
紹
介

し
て
も
ら
え
ま
す
」

　

―
検
査
の
ほ
か
は
？

　
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
改

善
す
る
た
め
の
、
口
の
体
操
な

ど
も
あ
り
ま
す
」

　

―
お
口
の
体
操
を
１
人
で
習

得
す
る
の
は
難
し
い
…
。

　
「
歯
科
医
が
教
え
ま
す
。
歯

科
医
の
指
導
の
下
で
歯
科
衛
生

士
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」　

　

―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
へ
の

対
処
を
、
面
倒
だ
な
ど
と
怠
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
「
例
え
ば
、
か
む
力
が
弱
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
う
ど
ん
な

ど
の
軟
ら
か
い
食
べ
物
ば
か
り

好
む
よ
う
に
な
る
と
、
口
の
周

辺
筋
肉
は
ま
す
ま
す
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
摂
取
栄

養
も
偏
っ
て
、
体
調
を
崩
す
こ

と
も
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
す
」

　

―
ほ
か
に
は
？

　
「
滑
舌
が
悪
く
な
っ
て
い
く

と
、
人
と
話
す
の
を
敬
遠
し
が

ち
に
な
る
。
社
会
と
の
接
触
が

遠
の
く
と
、
認
知
症
の
発
症
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
」

 

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

口の体操など適切に実施
健康状態へ戻ることも

オーラル
フレイル

ま
ず
歯
科
医
に
相
談
を

症
状
に
口
乾
き
、食
べ
こ
ぼ
し
…

オーラルフレイルのセルフチェック表

※ 歯を失ってしまった場合は義歯等を適切に使って堅いものをしっかり食べることができる
よう治療することが大切です。

出典：
東京大学高齢社会
総合研究機構　
田中友規、飯島勝矢

質問事項 はい いいえ
半年前と比べて、堅い物が食べにくくなった ２
お茶や汁物でむせることがある ２
義歯を入れている※ ２
口の乾きが気になる １
半年前と比べて、外出が少なくなった １
 さきイカ・たくあんくらいの堅さの食べ物を噛む　
ことができる １

１日に２回以上、歯を磨く １
１年に１回以上、歯医者に行く １

合計点数が

０～２点　 ▶　 オーラルフレイルの危険性は低い
３点　  　　 ▶　 オーラルフレイルの危険性あり
４点以上　   ▶　 オーラルフレイルの危険性が高い

オーラル
フレイル

対策のための
口腔体操

オーラル
フレイル

対策のための
マニュアル
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（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

―
口
腔
状
態
と
認
知
症
の
発

症
は
関
連
が
あ
り
ま
す
か
？

「
神
奈
川
歯
科
大
学
に
よ
る

調
査
結
果
が
有

名
で
す
。
歯
が

ほ
と
ん
ど
な
い

う
え
に
義
歯
も

未
使
用
の
人

は
、
残
存
す
る

歯
が
20
本
以
上

あ
る
人
に
比
べ

約
２
倍
、
認
知

症
の
発
症
リ
ス

ク
が
高
い
と
分

か
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、米
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
の
調
査
も
、

重
度
歯
周
病
の

罹
患
と
認
知
機

能
低
下
は
相
関

す
る
と
し
て
い

ま
す
」

―
定
期
的
に

歯
科
医
、
な
る

べ
く
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に

診
て
も
ら
う
べ
き
で
す
ね
。

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
だ
と

自
覚
症
状
の
な
い
病
変
を
見
つ

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
期

的
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」

―
人
生
１
０
０
年
時
代
を
お

う
歌
す
る
た
め
に
も
、
お
口
の

健
康
は
大
切
で
す
ね
。

「
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
食
べ
ら
れ
な
い

と
な
る
と
、
人
生
や
生
活
の
質

に
関
わ
り
ま
す
。
口
腔
状
態
が

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
長
寿
を

お
う
歌
す
る
た
め
の
必
要
条
件

の
１
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

お口の健康も関連か
　状態悪いと高リスク

認
知
症

お腹に手を当てて、鼻から大きく息を
吸って、口をすぼめて吐きましょう。

肩につけるように首をゆっくり倒し
ます。 首を左右にゆっくりと回します。

手のひらを耳の前に当て、軽く押し
ながら前に向かって回します。

腕を前から伸びをするように挙げ、
横からゆっくり下げます。

肩をゆっくり上げて
ストンと落とします。

口を大きく開け、
しっかり み合わせます。

頬を膨らませ、
人差し指でつぶします。

舌をべーっと出します。
左右の口角をなめます。

お腹に手を当てて、鼻から大きく息を
吸って、口をすぼめて吐きましょう。

「パ」「タ」「カ」「ラ」「パンダ
の宝物」を、ゆっくりはっきり言う。

口を閉じて唾液を飲み込み、
1回咳をします。

イスや車椅子などに腰かけて、リラックス
した姿勢をとります。

健口体操

日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院

訪
問
歯
科
口
腔
ケ
ア
科
図解提供

健
口
体
操
で
す
！

健
口
体
操
で
す
！

白
野
美
和
先
生
お
す
す
め
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一
般
社
団
法
人
「
新
潟
県
言
語
聴

覚
士
会
」（
佐
藤
卓
也
会
長
）
は
11
月

24
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
日

報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
２
階
の
日
報

ホ
ー
ル
で
第
２
回
「
新
潟
県
言
語
聴

覚
士
会

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

き
ま
す
＝
チ
ラ
シ
＝
。

今
回
は
「
話
す
・
聞
く
・
読
む
・

書
く
」
の
言
語
機
能
が
損
な
わ
れ
る

言
語
障
害
の
一
つ
、
失
語
症
が
テ
ー

マ
で
「
見
え
な
い
障
害

失
語
症
を

語
ろ
う
」
が
副
題
で
す
。

入
場
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。

当
日
は
、
午
後
１
時
か
ら
失
語
症

を
経
験
し
て
社
会
復
帰
を
果
た
し
た

池
田
博
之
さ
ん
（
名
古
屋
市
在
住
）

が
、
失
語
症
と
向
き
合
っ
た
経
験
を

語
り
ま
す
。
池
田
さ
ん
は
、
失
語
症

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
言
語
聴
覚
士
を
目
指
す
学
生
の

育
成
に
貢
献
し
た
い
と
、
各
地
で
講

演
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

午
後
２
時
20
分
か
ら
は
「
失
語

症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
座

が
開
か
れ
ま
す
。

会
場
で
は
「
言
語
聴
覚
士
へ
お
悩

み
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、

失
語
症
の
ほ
か
、高
次
脳
機
能
障
害
、

言
語
発
達
、
吃き

つ
お
ん音

、
嚥え

ん

下げ

、
難
聴
な

ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

言
語
聴
覚
士
は
「
話
す
・
食
べ
る
・

飲
み
込
む
」
な
ど
の
機
能
の
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職
で
、
不
自
由
を
感
じ
る
人

の
社
会
復
帰
へ
向
け
医
療
・
教
育
・

福
祉
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
ｅ
‐
メ
ー
ル

niigatastgaibukouhou@
gm
ail.com

第
２
子
の
娘
の
誕
生
に
合
わ
せ

て
先
頃
、２
度
目
の
育
児
休
暇（
２

カ
月
間
）
を
取
得
し
、
改
め
て
育

児
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
。
３
時

間
ご
と
の
ミ
ル
ク
、
ラ
ン
ダ
ム
で

必
要
に
な
る
お
む
つ
替
え
、
急
に

泣
き
出
し
た
際
の
あ
や
し
…
。
こ

れ
ら
に
プ
ラ
ス
し
て
朝
昼
晩
の
食

事
の
用
意
や
洗
濯
、
掃
除
、
ご
み

捨
て
な
ど
の
家
事
も
手
を
抜
け
な

い
。
普
段
、
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
妻
に
頭
が
下
が
る
思
い
だ
。

育
児
は
思
い
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
が
多
い
。
そ
の
点
は
仕
事
に

も
通
ず
る
部
分
が
あ
る
と
、
ふ
と

感
じ
た
。
面
倒
な
事
か
ら
逃
げ
た

り
、
誰
か
に
任
せ
っ
き
り
に
し
た

り
す
る
の
は
簡
単
だ
。
し
か
し
、

仕
事
も
育
児
も
、
自
分
が
主
体
的

に
向
き
合
っ
て
こ
そ
、
醍
醐
味
を

感
じ
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

育
休
の
期
間
中
、
育
児
に
専
念

で
き
た
の
は
、
育
児
が
仕
事
と
同

様
に
主
体
的
に
接
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
気
付
い
た
か
ら
だ
。
こ
れ

も
育
休
の
お
か
げ
と
感
じ
た
。

仕
事
も
育
児
も
、
自
分
な
り
の

ル
ー
ル
を
作
り
、
周
囲
と
の
協
力

態
勢
を
築
い
て
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
け
ば
、

き
っ
と
自
分
の
成
長
に
も
経
験
の

積
み
重
ね
に
も
つ
な
が
る
。

当
然
だ
が
、
育
休
が
終
わ
っ
た

か
ら
育
児
も
終
わ
り
、
と
は
な
ら

な
い
。
引
き
続
き
、
家
族
み
ん
な

が
良
い
バ
ラ
ン
ス
で
助
け
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
か
ら「
パ

パ
は
楽
し
く
働
い

て
い
る
」
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
働
き

方
、
仕
事
と
の
向

き
合
い
方
を
目
指

し
続
け
た
い
。

（
貴
浩
）

２
度
目
の
育
休
取
得

仕事と同じ、主体的に

Vol.77

県
言
語
聴
覚
士
会
が
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

失
語
症
テ
ー
マ

講
演
や
相
談
も
24日に
新潟市



8

　「新潟県民間社会福祉職員退職積立基金」の令和５
年度末現在の現況を報告します。
　令和５年度は加入施設数・団体数が微増する一方、
加入者数は減少しています。

　令和５年度における給付の状況は、給付者数、給
付額ともに増加しました。
　令和５年度末の財政状況については、堅調な運用
により108.1%の積立率を達成しました。これは、対
象資産の株式比率を若干引き上げることで、より大
きな収益を得られたものと考えられます。

令
和
５
年
度
末

基
金
現
況
報
告

施設･団体微増も加入者数減
新潟県民間社会福祉職員 退職積立新潟県民間社会福祉職員 退職積立

１　加入施設・加入者の状況
令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末

加入施設・団体数 644 649 650
加入者数 23,162 23,014 22,692

２　給付の状況 （単位：円／人）
令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末

退職者給付総額 676,317,682 721,883,019 823,022,720
一時金給付総額 621,386,651 659,893,643 752,133,682
一時金給付者数 1,752 1,802 1,994
年金給付総額 54,931,031 61,989,376 70,889,038
年金給付者数 1,170 1,271 1,416

３　制度の財政状況 （単位：百万円／％）
令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末

積立金 11,429 11,453 12,460
責任準備金(※) 10,977 11,332 11,525
剰余金 452 121 935
積立率 104.1 101.1 108.1

４　基金の時価構成比 （単位：百万円／％）
対象資産 令和３年度末 令和４年度末 令和５年度末

国内債券
時価総額 7,383 7,633 7,929
構成比 64.6 66.6 63.6

国内株式
時価総額 1,401 1,525 1,707
構成比 12.3 13.3 13.7

外国債券
時価総額 870 859 940
構成比 7.6 7.5 7.5

外国株式
時価総額 1,494 1,169 1,526
構成比 13.1 10.2 12.2

短期資産
時価総額 281 267 358
構成比 2.5 2.3 2.9

合計
時価総額 11,429 11,453 12,460
構成比 100.0 100.0 100.0

新
津
Ｃ
Ｃ
で
１
０
４
人

  

慈
善
の
志

  

一
打
会
心

情 報赤い羽根赤い羽根
第
12
回
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
10

月
14
日
、
新
潟
市
秋
葉
区
の
新
津
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
新
津
Ｃ
Ｃ
）
で

開
か
れ
、
残
暑
が
や
や
厳
し
い
秋
空

の
下
、
１
０
４
人
が
参
加
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

恒
例
の
県
共
同
募
金
会
へ
の
募
金

贈
呈
式
で
は
、
参
加
者
全
員
か
ら
の

寄
付
金
10
万
４
千
円
を
、
日
本
防
災

士
会
新
潟
県
支
部
の
松
岡
輝
彦
支
部

長
が
参
加
者
を
代
表
し
て
、
佐
藤
明

県
共
募
会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。ま

た
、
会
場
と

な
っ
た
新
津
Ｃ
Ｃ

を
運
営
す
る
新
潟

観
光
開
発
の
吉
田

至の
り

夫お

社
長
か
ら
も

５
万
円
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

写
真
＝
参
加
者
代
表

の
松
岡
輝
彦
さ
ん
㊨

か
ら
寄
付
金
を
受
け

取
る
佐
藤
明
・
県
共

同
募
金
会
会
長

※ 【責任準備金：積立目標額】将来の給付のために保有しておかなけ
ればならない積立金のこと。積立率が高い（不足金が少ない）ほど、
積立基金制度の財政状況としては望ましい状態といえる。
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「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
始
ま
っ
た
10
月
１
日
、

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ

ア
シ
ッ
プ
で
も
新
潟
県
内
の
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
の
開
始
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
恒
例
の
「
空

の
第
一
便
伝
達
式
」
が
行
わ
れ
、
厚

生
労
働
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
中
央
募

金
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
Ａ
Ｎ
Ａ
（
全

日
本
空
輸
）
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

県
共
同
募
金
会
の
佐
藤
明
会
長
が

「
共
同
募
金
が
さ
ら
に
身
近
と
な
り
、

支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、

工
夫
し
な
が
ら
募
金
運
動
を
進
め
た

い
。
本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
募
金
運
動
へ
の
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
の
千
葉
辰
也
新
潟
支
店
長

も
「
昨
今
、
自
然
災
害
が
多
く
募
金

運
動
の
必
要
性
が
増
し
て
お
り
、
Ａ

Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
新
潟
の
皆
様
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
共
同
募
金
の
助
成
を
受

け
、
園
庭
の
砂
場
の
砂
を
入
れ
替
え

る
な
ど
、
更
新
整
備
を
し
た
隣
保
館

認
定
こ
ど
も
園
（
新
潟
市
中
央
区
）

の
年
長
さ
ん
13
人
が
登
場
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

番
組
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

で
歌
わ
れ
た
「
き
み
の
こ
え
」
を
、

元
気
良
く
合
唱
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
「
お
砂
場
を
作
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
で
な

か
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
」
と
大
き
な

声
で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
紙

の
皿
を
使
っ
て
手
作
り
し
た
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
入
り
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
来
賓

客
に
贈
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
始

ま
っ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

合
わ
せ
て
、
大
学
生
た
ち
が
新
潟
県

庁
で
職
員
に
募
金
を
呼
び
か
け
る

「
県
庁
職
域
募
金
」
が
９
日
朝
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
庁
職
域
募
金
は
、
新
潟
県
共
同

募
金
会
の
主
催
で
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
の
浸
透
を
目
指
し
て
以
前

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、

新
潟
医
療
福
祉

大
学
の
学
生
た

ち
、
35
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
。
２

〜
４
人
ず
つ
、

11
班
に
分
か
れ

て
県
庁
行
政
棟

の
１
〜
17
階
、

さ
ら
に
隣
接
す

る
警
察
本
部
、
近
く
の
自
治
会
館
を

回
り
ま
し
た
。
学
生
の
各
班
に
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
計
13
人
が

手
分
け
し
て
案
内
役
を
務
め
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
募
金
箱
を
手
に
、
庁

舎
内
を
回
っ
て
「
お
願
い
し
ま
〜

す
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
多
く

の
職
員
は
執
務
の
手
を
止
め
、
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
か
ら
快
く
、
呼
び
か

け
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

情 報赤い羽根赤い羽根
今
年
も
お
願
い
赤
い
羽
根
募
金

助
成
受
け
更
新

園
児
ら
感
謝
の
合
唱

「
お
砂
場
あ
り
が
と
う
」

新潟で開始式

赤い羽根の助成のお礼に歌を披露する園児たち

ＡＮＡスタッフが厚労大臣メッセージなどを届けた
「赤い羽根空の第一便伝達式」

県庁で職員に募金を呼びかけたボランティア
学生㊧

県庁などで「職域募金」

学生ら庁舎回り
「お願いします」

県
共
募
主
催
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県
内
で
仕
事
を
求
め
る
福
祉

事
業
所
と
人
手
不
足
の
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
障

が
い
者
の
働
き
方
と
出
会
え

る
日
」
が
10
月
４
日
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
の
日
報
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

催
し
は
、
障
害
者
の
就
労
を

目
指
す
一
般
社
団
法
人
「
Ｉ

ｈ
ａ
ｖ
ｅ  

ａ  

ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
」

が
主
催
し
昨
年
、
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
代
表
の
肥
田
野

正
明
さ
ん
は
障
害
者
ア
ー
ト
の

レ
ン
タ
ル
事
業
「
ま
ち
ご
と
美

術
館
ｃ
コ

ト

コ

ト

ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
」
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
働
く
障
が
い
者
へ

の
社
会
の
理
解
促
進
を
進
め
る

新
潟
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
（
セ
ル
プ
協
）
と
の

共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

は
、
よ
り
気
軽
に
参
加
し
や
す

い
よ
う
、
昨
年
の
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
か
ら
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
に
変

更
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

会
場
内
で
は
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
た
ほ
か
、
商
談
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
設
け
、
福
祉
事

業
所
と
企
業
が
話
し
合
い
を
し

や
す
い
よ
う
に
工
夫
。
開
会
時

間
も
昨
年
よ
り
大
幅
に
延
長
、

午
前
か
ら
夕
方
ま
で
の
６
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
事
業
所
は
県
内
各
地

か
ら
30
が
参
加
。
ク
ッ
キ
ー
や

コ
ー
ヒ
ー
、ジ
ャ
ム
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
既
に
事
業

化
し
て
い
る
商
品
を
展
示
す
る

一
方
で
、
チ
ラ
シ
を
準
備
す
る

な
ど
、事
業
所
の
設
備
や
特
色
、

技
量
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

企
業
側
は
県
内
各
地
か
ら
不

動
産
業
、
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
55

社
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
名
刺
交
換
し
た

後
、
話
し
合
う
姿
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
、
増
設
さ
れ
た
商
談
ス

ペ
ー
ス
も
大
活
躍
。
福
祉
事
業

所
と
企
業
の
担
当
者
が
早
速
、

紙
コ
ッ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
手

に
、
長
め
に
時
間
を
取
っ
て
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

新
発
田
市
か
ら
訪
れ
た
葬
儀

会
社
の
女
性
役
員
は
「
家
族
葬

の
後
片
付
け
、
お
墓
の
掃
除
な

ど
、
人
手
が
足
り
な
い
。
そ
れ

と
、
会
社
に
飾
り
た
い
の
で
障

が
い
者
の
ア
ー
ト
作
品
も
探
し

て
い
る
。福
祉
に
関
心
が
あ
り
、

訪
れ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
事
業
所
の
担
当

者
は
「
企
業
の
担
当
者
と
名
刺

交
換
し
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合

え
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。

主
催
者
の
肥
田
野
さ
ん
は

「
福
祉
事
業
所
を
、
企
業
か
ら

見
て
も
ら
う
機
会
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
が
、
企
業
に

と
っ
て
の
人
手
不
足
の
解
消
と
、

福
祉
事
業
所
に
と
っ
て
の
仕
事

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

企
業
と
福
祉
事
業
所
が
交
流
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
障
が
い
者
の
働
き
方
と
出
会
え
る
日
」

新
潟
市
で
イ
ベ
ン
ト

福祉事業所と企業

マッチングへ交流
足足足足人人手人手不足足足足足足手手不不人人人人 不不不不足足足

職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの言言
ことこと

葉葉
ばば

遣遣
づかづか

いやいや
言言
いい

いい方方
かたかた

がキツくがキツく
嫌嫌
いやいや

なな思思
おもおも

いをしているいをしている

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

でケガをしたがでケガをしたが
職職
しょくしょく

員員
いんいん

のの説説
せつせつ

明明
めいめい

やや対対
たいたい

応応
おうおう

にに
納納
なっなっ

得得
とくとく

できないできない

福祉サービスについて、事業者に相談しても解決しない、また、話しにくい場合は

新潟県福祉サービス運営適正化委員会
〒 950-8575 新潟市中央区上所２丁目２番２号 新潟ユニゾンプラザ３階

TEL . 025 -281 -5609 FAX . 0 2 5 - 2 8 1 - 5 6 1 0
メールアドレス kujou@fukushiniigata.or.jp

相談無料 秘密厳守

特養などの高齢者施設、
訪問介護、障害者の支援施設、
こども園　など

職職
しょくしょく

員員
いんいん

がが
おお願願

ねがねが

いやいや苦苦
くく

情情
じょうじょう

をを
聞聞
きき

いてくれないいてくれない
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避
け
て
通
れ
な
い
「
死
」
に

つ
い
て
気
軽
に
自
由
に
語
る
第

１
回
「
デ
ス
カ
フ
ェ
」
が
11
月

10
日
午
後
２
時
か
ら
、
新
潟
市

中
央
区
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ク
ロ
ス
パ
ル
に
い
が
た
）
で

開
か
れ
ま
す
。
今
後
は
定
例
開

催
さ
れ
る
予
定
で
、
次
回
は
冬

場
を
終
え
た
３
月
、
そ
の
後
は

奇
数
月
の
開
催
予
定
で
す
。

デ
ス
カ
フ
ェ
は
、
人
生
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
と
「
身
寄
り

な
し
問
題
研
究
会
」（
須
貝
秀

昭
代
表
理
事
）
が
企
画
。
遺
品

整
理
や
葬
儀
な
ど
を
業
務
と
す

る
一
般
社
団
法
人「
ゆ
う
あ
い
」

（
小こ

栁や
な
ぎ

容
子
代
表
理
事
、
新
潟

市
西
区
）
と
と
も
に
発
足
さ
せ

た
任
意
団
体
「
デ
ス
カ
フ
ェ
新

潟
」
が
主
催
し
ま
す
。

当
日
、
参
加
者
は
小
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
お
墓
や
病
気
、
死
生

観
、
幽
霊
、
遺
言
、
死
に
方
、

臨
死
体
験
、
お
葬
式
な
ど
、
死

に
関
連
し
た
話
題
な
ら
何
で
も

Ｏ
Ｋ
で
語
り
合
い
ま
す
。

こ
の
中
で
は
、
将
来
の
変
化

に
備
え
て
治
療
や
医
療
に
つ
い

て
あ
ら
か
じ
め
、本
人
と
家
族
、

医
療
関
係
者
が
話
し
合
っ
て
お

く
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＝
愛
称
・

人
生
会
議
）
も
大
き
な
話
題
と

な
り
そ
う
で
す
。

当
日
は
棺
桶
が
用
意
さ
れ
、

納
棺
体
験
も
あ
り
ま
す
。

一
般
参
加
者
を
先
着
１
０
０

人
で
募
っ
て
い
ま
す
。
参
加
費

は
３
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

須
貝
さ
ん
、
０
８
０
（
３
１
９

５
）
５
５
９
０
。

「死」に関連した話題で語り合ったデスカフェ

「デスカフェ」テーマにした「身寄りなし問題研究会」９月例会

棺
桶
に
入
り
、
笑
顔
を
見
せ
る
納
棺
体
験
の
女
性

「
デ
ス
カ
フ
ェ
〜
カ
ジ
ュ
ア
ル

に
死
を
話
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に

開
か
れ
、
身
寄
り
な
し
問
題
研

の
会
員
や
一
般
市
民
ら
併
せ
て

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
僧
侶
が
日
本
人
の

死
生
観
な
ど
に
つ
い
て
講
話
。

こ
の
後
「
デ
ス
カ
フ
ェ
は
世
界

各
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
、
世
界
の
デ
ス
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
話
し
合
い

で
は
「
死
は
怖
い
か
？
」「
死
後

は
ど
う
な
る
と
思
う
？
」
な
ど

の
話
題
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
納
棺
体
験
に
は
希

望
者
が
続
々
。
神
妙
な
顔
で
棺

桶
に
入
り
ま
し
た
。

体
験
し
た
人
た
ち
は
「
意
外

に
気
持
ち
良
く
て
、
寝
て
し
ま

い
そ
う
だ
っ
た
」「
ふ
た
を
さ

れ
た
時
は
息
苦
し
か
っ
た
け

ど
、
全
体
に
良
い
気
分
」
な
ど

と
、
い
ず
れ
も
笑
顔
で
し
た
。

須
貝
代
表
理
事
は
「
死
は
タ

ブ
ー
視
さ
れ
が
ち
だ
が
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
人
生
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
そ
の

前
段
と
し
て
デ
ス
カ
フ
ェ
を
開

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

会
員
ら
40
人

デ
ス
カ
フ
ェ

こ
れ
に
先
立
つ
９
月
19
日
、

身
寄
り
な
し
問
題
研
究
会
の
９

月
定
例
会
が
新
潟
市
中
央
区
で

身
寄
り
な
し
研
９
月
定
例
会

「
死
」-

気
軽
に
話
そ
う

人
生
考
え
る
き
っ
か
け
に

身寄りなし
問題研企画

納棺 笑顔で体験

申し込み
２次元コードから
フォームへ。
電話なら
０２５（２０１）９６０１。

10
日
、
新
潟
で
デ
ス
カ
フ
ェ
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今
号
掲
載
の
た
め
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
口
腔
機

能
低
下
）
に
つ
い
て
取
材

し
た
。
全
身
の
フ
レ
イ
ル

同
様
、
口
腔
機
能
も
低
下

が
避
け
ら
れ
な
い
。
人
生

１
０
０
年
時
代
だ
が
、
体

の
耐
久
年
限
が
追
い
付
い

て
い
な
い
気
が
す
る
。

フ
レ
イ
ル
に
ど
う
向
き

合
う
か
。「
80
歳
の
壁
」
な

ど
の
著
者
、
和
田
秀
樹
医

師
も
、
長
岡
出
身
の
「
脳
番

地
」
医
師
、
加
藤
俊
徳
氏
も

「
歳
だ
か
ら
と
、
何
事
も
引

退
し
て
は
い
け
な
い
」「
仕

事
の
な
い
生
活
は
脳
が
す

ぐ
飽
き
て
し
ま
う
」
と
、
の

ん
び
り
志
向
を
戒
め
る
。

シ
ニ
ア
ら
が
学
ぶ
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
の
卒
業

式
。
恒
例
の
学
長
特
別
講

義
で
、
学
長
は
今
年
も
卒

業
生
を
励
ま
し
た
。
い
わ

く「
老
い
は
誰
に
も
等
し
く

訪
れ
る
の
で
は
な
い
」「
筋

肉
は
何
歳
で
も
鍛
え
ら
れ

る
」「
フ
レ
イ
ル
に
な
っ
て

す
ぐ
な
ら
健
康
に
戻
れ
る
」

な
ど
。
そ
う
だ
、
年
齢
を

言
い
訳
に
し
て
、
自
分
を

甘
や
か
し
て
は
い
け
な
い

の
だ
。
老
境
で
も
今
日
は

昨
日
と
同
じ
に
、
明
日
は

今
日
と
同
じ
に
生
き
る
努

力
を
続
け
た
い
。

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

11月2024年

県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
を
対
象
に
し
た

「
市
町
村
社
協

会
長
研
修
」

が
10
月
３
、４
の
両
日
、
村
上

市
の
瀬
波
温
泉
で
開
か
れ
、
30

社
協
の
う
ち
22
社
協
の
会
長
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
午
後
か
ら
瀬
波
は
ま

な
す
荘
で
開
会
。
主
催
者
と
し

て
県
社
協
の
竹
内
希
六
会
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
し
、
約
30
年

ぶ
り
の
見
直
し
と
な
る
「
社
協

基
本
要
綱
」
で
は
連
携
・
協
働

の
場
づ
く
り
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
る
と
し
て
「
研
修
で
の
懇

談
や
情
報
交
換
を
通
じ
、
社
協

同
士
の
親
睦
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続

い
て
地
元
・
村
上
市
社
協
の
会

田
健
次
会
長
が
「
城
下
町
・
村

上
へ
よ
う
こ
そ
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

「
話
題
提
供
・
取
り
組
み
紹

介
」
に
は
５
件
６
人
が
登
壇
し

ま
し
た
。

市
民
活
動
と
し
て
、
子
育
て

支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
村
上
ｏ
オ

ハ

ナ

ｈ
ａ
ｎ
ａ
ネ
ッ
ト
」

の
本
間
薫
理
事
が
「
ｏ
ｈ
ａ
ｎ

ａ
は
沖
縄
で
家
族
の
意
味
だ
。

地
域
で
の
家
族
の
よ
う
な
共
助

が
、
産
ん
で
良
し
・
育
て
て
良

し
の
豊
か
な
地
域
へ
と
変
え
て

ゆ
く
」
と
、
共
助
の
大
切
さ
を

実
践
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
や
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む

一
般
社
団
法
人
「
ふ
く
ち
ゃ
」

の
冨
田
絵
里
子
共
同
代
表
は
小

学
校
の
同
級
生
２
人
で
始
め
た

活
動
を
振
り
返
り
「
４
年
前
か

ら
始
め
た
カ
フ
ェ
は
地
域
の
住

民
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
相
談
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
『
ま
ち
の
保
健
室
』
も

始
め
た
」
と
、
活
動
の
定
着
ぶ

り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
村
上
市
社
協
や

県
社
協
の
担
当
者
が
「
法
人
後

見
」「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
」

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

翌
２
日
目
は
、
市
内
で
開
催

中
の
「
町
屋
の
屏び

ょ
う

風ぶ

ま
つ
り
」

を
見
学
、
歴
史
あ
る
町
の
趣
に

触
れ
ま
し
た
。

研修に参加した市町村社協の会長ら

竹内希六・県社協会長

会田健次・村上市社協会長 本間薫・ｏｈａｎａネット理事

冨田絵里子・ふくちゃ共同代表

県内の社協会長 村上で研修

「地域の共助大切」
福祉支援活動者が実践報告


